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≪学会発表≫ 
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≪競争的資金獲得一覧≫ 

【項   目】 独立行政法人日本学術振興会 

【研究課題名】 抗 Lrp4 抗体陽性運動ニューロン障害の臨床像および分子病態の解明 

【研 究 者 名】 樋口 理 

【研究事業名】 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）（基礎研究（C）一般）

【主任分担の別】主任 

 

【項   目】 独立行政法人日本学術振興会 

【研究課題名】 橋本脳症における自己抗体の新規測定法の開発と多様性の解明 

【研 究 者 名】 樋口 理 



【研究事業名】 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）（基礎研究（C）一般）

【主任分担の別】分担 

 

【項   目】 独立行政法人日本学術振興会 

【研究課題名】 アセチルコリン受容体にフォーカスした自己免疫性自律神経節障害の 

  多様性の解明 

【研 究 者 名】 樋口 理 

【研究事業名】 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）（基礎研究（C）一般）

【主任分担の別】分担 

 

【項   目】 民間セクターからの寄附金 

【研究課題名】 抗 LRP4 抗体の臨床および病態的意義の解明 

【研 究 者 名】 樋口 理 

【依頼業者名】 一般社団法人 日本血液製剤機構 

【主任分担の別】主任 

 

 

 

 

 

 


